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本機はプロ用ブラインドリベット専用工具です。

●この度は、エビ印エアーリベッターをお買い上げいただき、誠にありがとうございます。

　ご使用に際し本説明書を必ずよくお読みいただき、正しくご使用ください。

　お読みになった後も大切に保管してください。

●この取扱説明書はＡＲ－０１１ＭＸ ・ ＡＲ－０１１ＨＸの兼用となっておりますので、見間違いのないよう

　にご注意ください。

●この取扱説明書は、Original instructions（原本）です。
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●安全上のご注意

◆ご使用の前に、この「安全上のご注意」すべてをよくお読みのうえ、十分理解され

　て正しくご使用ください。

◆本機をご使用中は、必ず保護めがねを着用してください。切断されたブラインドリ

　ベットのマンドレルが飛び出し障害を及ぼす恐れがあります。

◆ここに示した注意事項は　　　　　と　　　　　に区分けしていますが、それぞれの意味は

　下記の通りです。

　 警告 .   　 注意 .   

：誤った取扱いをした場合、使用者が死亡または重傷を負う可能性が想定

　される内容のご注意。

：誤った取扱いをした場合、使用者が傷害を負う可能性が想定される場合、

　及び物的傷害のみの発生が想定される内容のご注意。

なお、　　　　　に記載した事項でも重大な結果に結び付く可能性があります。

いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。

◆お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られる所に必ず保管してください。

１．使用空気圧０．５～０．６ＭＰａを守ってください。

　・使用空気圧を超えて使用しますと、本機が破損して傷害や損傷を及ぼす恐れがあります。

２．本機の先端（ノーズピース部）を絶対にのぞかないでください。また、人に向けて作動させ

　　ないでください。

　・切断されたブラインドリベットのマンドレルが排出されずに内部に残ったまま作業を行ない

　　ますと本機の先端（ノーズピース部）からマンドレルが飛び出し傷害を及ぼす恐れがありま

　　す。

３．ご使用中は必ず安全カバーを取り付けてご使用ください。

　・切断されたブラインドリベットのマンドレルが飛び出し傷害を及ぼす恐れがあります。

４．ご使用中は保護めがねを着用してください。

　・本機の先端（ノーズピース部）や、後方（安全カバー部）からブラインドリベット及び切断

　　したブラインドリベットのマンドレルが飛び出し、事故や傷害（失明など）を負う恐れがあ

　　ります。

５．本機とエアー源との接続は確実に行なってください。

　・ジョイントのねじが合わなかったり、ねじの入りしろが不十分であった場合、ご使用中にエ

　　アーホースがはずれてけがをする恐れがあります。

　・エアーホースジョイントとエアーホースの接続はホースバンドを用いて確実に行なってくだ

　　さい。接続が不十分ですとご使用中にエアーホースがはずれてけがをする恐れがあります。

６．本機をエアー源からはずす時は、エアーの供給を止めてください。

　・圧縮空気によりエアーホースが跳ねたりして、けがをする恐れがあります。

　 警告 .   

　 警告 .   

　 注意 .   

　 注意 .   
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１

●はじめに

この度は、エビ印エアーリベッター（以降、本機と略します）をお買い上げいただき、誠にあ

りがとうございます。

◎本機は、ブラインドリベットをかしめ締結させるための、ブラインドリベット専用工具です。

　他の用途を意図した設計、製造、販売は致しておりません。

◎この取扱説明書（以下、本書と略します）には、本機を安全に、しかも効率良くお使いいた

　だくための正しい操作方法や保守点検の方法、および製品情報を記載しています。

◎お使いになるブラインドリベットの仕様や強度は、お客様において十分設計検討されたブラ

　インドリベットをご使用ください。

１ 重要なお知らせ

●本機を取り扱う前に、必ず本書をよくお読みください。また、本機の取り扱いや付属

　品の交換、および部品交換は本書の記載内容に従ってください。

●本書の内容につきまして、ご不明な点やご質問がありましたら、機種（型式）をお調

　べの上、お買い求めの販売店または当社コールセンターにお問い合わせください。

●本機に混在する危険のすべてを予測し、本書に記載することはできません。本機を取

　り扱うときは、本書に記載されていることだけでなく、安全対策に関して十分配慮し

　てください。

●本書は日本語を原語として作成しています。お客様の責任において本書の内容を十分

　に理解してください。

●本書の著作権は「株式会社　ロブテックス」が所有します。本書の内容を無断で公開、

　複写・複製または別の言語に翻訳することは禁じられています。

２ 免責について

●本機の誤用、乱用および無断改造等が原因で発生した直接または間接の損害や損失利

　益の補償、およびブラインドリベットの強度等ブラインドリベット自身に関する補償

　はいたしません。

●当社には、当社の文書による承認のない改造により生じた一切の損害または傷害に対

　して何らの責任はないものとします。

●当社には、推奨部品以外の部品の使用により生じた一切の損害または障害に対して何

　らの責任はないものとします。
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　 注意 .   
１０．握り部は常に乾いたきれいな状態に保ち、油やグリースがつかないようにしてください。

　・手がすべり、本機を落とす恐れがあります。

１１．破断したブラインドリベットを床に散らかさないでください。

　・破断したブラインドリベットは先が尖っているため危険です。また、上に乗った場合、滑り

　　易く、転倒の恐れがあります。

１２．油断しないで十分注意して作業を行なってください。

　・本機を使用する場合は取扱い方法、作業方法、周囲の状況等十分注意して慎重に作業してく

　　ださい。

　　軽率な行動をすると、事故やけがの恐れがあります。

　・常識を働かせてください。非常識な行動をとると事故やけがの恐れがあります。

１３．本機の修理は当社にお申し出ください。

　・修理は必ずお買い求めの販売店、または当社にお出しください。修理の知識や技術のない方

　　が修理されますと、十分な性能を発揮しないだけでなく、事故やけがのおそれがあります。

１４．本機の改造をしないでください。

　・異常動作等事故やけがの恐れがあります。

１５．この製品の製造年月は、シリンダーキャップに略号と４ケタの数字で表示しています。

　　　（Ｐ．６参照）

１６．警告ラベルには、使用に関しての重要な情報や手掛かりが記載されています。ラベルの汚

　　れや破損により内容が読み取れない場合は、新しいラベルを取り寄せて貼り替えてください。

　　新しいラベルは、販売店を通じて当社（株）ロブテックスより取り寄せることができます。

１７．工具を廃棄する際は、国、各自治体の条例等、廃棄物に関する法、規則に従い処理してく

　　ださい。

１８．オイルやグリ－ス等を取り扱うときは、使用するオイルやグリース等の化学物質等安全デ

　　ータシート（ＳＤＳ）をこれらの供給者から入手し、記載内容に従ってください。
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７．ご使用前に各部の損傷がないかをチェックし、損傷がある場合は、使用せずに修理に出して

　　ください。

　・損傷がありながら使用しますとけがをする恐れがあります。

　・物を落とすなどして本体に傷等が生じますと、その部分が破損して事故やけがの原因になり

　　ます。

　・エアーホースを持って本機を引きずることなどで、本体に傷が生じたり、ロータリージョイ

　　ントが破損したり、その他作動不具合が生じたりして、事故やけがをする恐れがあります。

８．高所作業の際は、ご自身に安全ベルトをして本機やブラインドリベットの落下にも注意して

　　ください。

　・これらを怠りますと事故やけがの恐れがあります。

　 警告 .   

　 注意 .   
１．本機のお手入れ、部品交換等の分解時には必ずエアーの供給を止めてください。

　・エアーが供給された状態で手入れや分解を行なうと、部品の飛び出し、オイルのふき出し、

　　予期せぬ動きなどにより、事故や傷害を負う恐れがあります。

２．フレームヘッドをはずした状態で本機を操作しないでください。

　・指をはさむなど、傷害を負う恐れがあります。

３．エアー排出口に顔などを近づけないでください。

　・エアー排出口から油分等が飛散して目などに入る恐れがあります。

４．油圧オイル、潤滑オイル、グリース等の油類はできるだけ皮膚などに触れないようにしてく

　　ださい。

　・皮膚などに炎症をひき起こす恐れがありますので、触れた場合は身体から完全に洗い落とし

　　てください。

５．当社より供給された部品、又は推奨された部品のみをご使用ください。また、お使いになる

　　ブラインドリベットに適合した部品を取り付けてご使用ください。

　・十分な性能が発揮できないだけでなく、異常動作などにより、事故や傷害を負う恐れがあり

　　ます。

６．整理、整頓、清掃された場所でご使用ください。

　・散らかった場所での作業は事故やけがの恐れがあります。

　・切断後のマンドレルが床等に散乱すると、足をすべらせてけがをする恐れがあります。

７．無理な姿勢で作業しないでください。

　・転倒等、けがの恐れがあります。

８．作業者以外、作業場へ近づけないでください。

　・事故やけがの恐れがあります。

９・本機のお手入れは注意深く行なってください。

　・付属品の交換や部品交換は取扱説明書に従ってください。けがの恐れがあります。
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７．ご使用前に各部の損傷がないかをチェックし、損傷がある場合は、使用せずに修理に出して
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●仕　様

品番 ＡＲ - ０１１ＭＸ ＡＲ - ０１１ＨＸ

重量　ｋｇ １．５ ２．１

使用空気圧　ＭＰａ ０．５～０．６

大きさ　長さ×高さ×幅　ｍｍ ２５１×２７１×８０ ２７２×３１２×９０

ブラインドリベット１本当たりの空気使用量　ℓ
空気圧０．６ＭＰａ時

１．８ ２．４

工具ストローク　ｍｍ １６ １６．５

工具引張力　ｋＮ　空気圧０．６ＭＰａ時 ９ １４

ブラインドリベット使用範囲
（リベット径）　φｍｍ

２．４/ ３．２/ ４．０/ ４．８ ２．４/ ３．２/ ４．０/ ４．８/ ６．４

動作環境
周囲温度　℃ ４～３５

湿度　％ＲＨ ｍａｘ ８０ （結露無きこと）

騒音　ｄＢ ７５

振動値　ｍ／ｓｅｃ２ ＜２．５

エアー取り入れ口 （ねじサイズ） Ｇ１／４

■空気使用量の計算方法■

下記の計算方法により必要空気量を求め、

コンプレッサーを選定してください。

必要空気量＝ブラインドリベット１本当たりの空気使用量×１分間に打つ本数

コンプレッサーの吐出量（１分間当たり）と照合してください。

幅

高さ

長さ

６

※製品の仕様、デザインは予告なく変更することがあります。

※大きさ、重量等は標準値ですので多少の数値の上下があります。

※定格銘板の配置場所（注意・警告銘板取り付け位置）は、

　本体エアーシリンダーの側面にあります。

※シリアルＮｏ．は本体シリンダーキャップの上面に

　略号と４ケタの数字で表示されています。

製造年月の見方

製造年月 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

略号 Ａ Ｂ Ｍ Ｎ Ｋ Ｗ Ｔ Ｙ Ｕ Ｏ Ｌ Ｚ

例）２０１④ 年 ⑧ 月 → ＮＹ○○○○
　　　　　↓　　↓
　　　　　Ｎ　　Ｙ

品名：エアーリベッター
型式：ＡＲ -０１１ＭＸ、ＡＲ -０１１ＨＸ
第６版発行年月：２０１７年７月

取扱説明書改訂月

シリアルＮｏ .

シリンダーキャップ

日
本
語
／
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｅ

●各部の名称

フレームヘッド内部

※エアー接続にカプラーを使用される場合は、日東工器製２０ＰＦＦあるいはその同等品を

　取り付けてご使用ください。

５

ノーズピースフレームヘッド

安全カバー

フレームキャップ

ハンドレバー

フレーム

シリンダー

シリンダーキャップ

ロータリージョイント

（ねじ部サイズ ：

　管用平行ねじＧ１／４おねじ）

サイレンサー

ジョーケース

ジョープッシャー

スプリング ジョープッシャー

ジョー ジョーケースヘッド

Ｏリング （※）

※Ｏリングは、ＡＲ－０１１ＭＸのみに組み込まれています。

日
本
語
／
Ｊ
Ａ
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Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｅ
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■空気使用量の計算方法■

下記の計算方法により必要空気量を求め、

コンプレッサーを選定してください。

必要空気量＝ブラインドリベット１本当たりの空気使用量×１分間に打つ本数

コンプレッサーの吐出量（１分間当たり）と照合してください。
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※製品の仕様、デザインは予告なく変更することがあります。

※大きさ、重量等は標準値ですので多少の数値の上下があります。

※定格銘板の配置場所（注意・警告銘板取り付け位置）は、

　本体エアーシリンダーの側面にあります。

※シリアルＮｏ．は本体シリンダーキャップの上面に

　略号と４ケタの数字で表示されています。
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Ｊ
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●各部の名称

フレームヘッド内部

※エアー接続にカプラーを使用される場合は、日東工器製２０ＰＦＦあるいはその同等品を

　取り付けてご使用ください。
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安全カバー
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ハンドレバー
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■交換部品の組合せ表■

ブラインド

リベットサイズ

ＡＲ ‐ ０１１ＭＸ ＡＲ ‐ ０１１ＨＸ

ノーズピース ノーズピース （大）
超硬質

ジョー
ジョーケースヘッド ジョープッシャー

リベット径

φ２．４
　２．４

２．４

（穴径１．８） 中 中 小

リベット径

φ３．２
　３．２

３．２

（穴径２．３）

リベット径

φ４．０
　４．０

４．０

（穴径２．９）

リベット径

φ４．８
　４．８

４．８

（穴径３．３）

リベット径

φ６．４
不可

６．４

（穴径４．３）
大 　　大 　大

は、ご購入時にセットされている部品です。

ご使用の環境に合わせて、スパナ等でストレートジョイントとロータ

リージョイントを交換してください。
５

ジョイント方式 Ａ部取付部品 Ｂ部取付部品

ストレートジョイント ニップルユニット チェンジプラグユニット

ロータリージョイント プラグユニット ロータリージョイントユニット

■交換部品の組合せ表■

Ａ

Ｂ

は、ご購入時にセットされている部品です。

ニップルユニットとロータリージョイントユニットの

エアー取り入れ口ねじサイズは、管用平行ねじＧ１／４おねじです。

８

ストレートジョイント部品は別売です。（Ｐ．１３参照）

日
本
語
／
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｅ

●ご使用前の準備

リベッターに安全カバーを取り付けてください。１

フレームキャップ安全カバー

２ コンプレッサーを用意しリベッターとの間に必ずエアーフィルタ・レギュレータ・エアー

ルブリケータ（３点セット）を取り付けてください。

※エアールブリケータの滴下量調節は最小限にセットしておいてください。

ご注意ください

本体内に水分が混入すると、寒冷時に水分が氷結したり、O リングなどパッキンの

劣化を早めたりして正常に作動しない場合があります。

その為、エアーフィルタ、レギュレータ、エアールブリケータ（３点セット）の他

に必要に応じて、エアードライヤーをご使用ください。

レギュレータにより、使用空気圧を０．５～０．６ＭＰａの範囲に調整してください。

ご注意ください

空気圧が高すぎると各部の損傷をまねき、低すぎるとブラインドリベットサイズに

よってはリベッティングできない（切れない）場合があります。

　 警告１ （Ｐ． ２）
３

ご使用のブラインドリベットサイズに合わせて、部品を

交換してください。

（ブラインドリベットサイズはリベット径を指します。）

４

ＡＲ -０１１ＭＸ ＡＲ -０１１ＨＸ

◎ご購入時にはφ４．８の部品がセットされて

　います。

◎φ２．４、３．２、４．０をご使用の際はノーズ

　ピースのみ交換してください。

◎φ６．４をご使用の場合のみノーズピースの

　他に超硬質ジョー（大）、ジョーケースヘッ

　ド（大）、ジョープッシャー（大）の交換

　が必要になります。

　〔交換の方法はＰ． １０、 １１参照〕

◎ご購入時にはφ３．２のノーズピースが

　ついています。

◎ノーズピースの交換だけで各サイズの

　ブラインドリベットが使用できます。

◎他のサイズをご使用の際は付属のスパ

　ナＡ等を用いてノーズピースを交換し

　てください。

エアールブリケータ

エアーフィルタ
レギュレータ

　 警告３ （Ｐ． ２）

リベット径

ボディ

マンドレル
　 注意６ （Ｐ． ３）

７
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は、ご購入時にセットされている部品です。

ご使用の環境に合わせて、スパナ等でストレートジョイントとロータ
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●保守点検のポイント

リベッティングを長時間行なうと、マンドレルの切粉やごみが各部に溜まったり、油圧オイル

が減少するなどしてトラブルの原因となります。定期的にお手入れを行なってください。

フレームヘッド内部の掃除１ 交換部品の取替えの際も参照してください。

◎切粉が溜まるとジョーの円滑性が損なわれ、正常な作業が出来なくなります。

◎リベッティング本数３，０００本に一度程度を目安に掃除してください。

エアーの供給を止める。

分

解

付属のスパナＡ等でフレームヘッドをはずす。２

１

ジョーケース

ジョープッシャー

スプリング

ジョー

プッシャー

ジョー
ジョーケース

ヘッド

回り止めリングをずらし、ジョーケースヘッドをゆるめてはずし、

ジョープッシャースプリング・ジョープッシャー・ジョーを取り出す。
３

掃

除

ブラシなどを使って、灯油等で各部品を洗浄・掃除する。４

　 注意２ （Ｐ． ３）

　 注意１ （Ｐ． ３）

回り止めリング

ジョーケース

ヘッド

１０

Ｏリング （※）

※Ｏリングは、ＡＲ－０１１ＭＸのみに組み込まれています。

日
本
語
／
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｅ

●作業手順

リベッティングする母材の厚さにあったサイズのブラインドリベットを選択する。

ブラインドリベットサイズに合わせて部品を交換する。

（Ｐ． ７、 ８「ご使用前の準備」　　　」参照）「ご使用前の準備」　　　」参照）４

リベッティングする母材に正しい下穴

（リベット径より０．１～０．２ｍｍ大きく）を明ける。

ブラインドリベットのボディを下穴に挿入する。

ご注意ください

　ブラインドリベットのマンドレルの先がとがっているものも

　あります。

　指を傷つけないように注意してください。

１

２

３

４

ブラインドリベットのマンドレルをリベッターの先端に差し込む。

リベッターの先端を母材に軽く押し当て、母材等にすき間がない

ことを確認後、ハンドレバーを引く。

５

６

母材にブラインドリベットのボディがリベッティングされる。

ハンドレバーを放し、リベッターを傾けてノーズピースまたは安全カバーから

切断されたマンドレルを排出する。

【要点】

マンドレルが確実に排出された後、次のリベッティングに移ってください。

＜使用温度＞周囲温度が４℃～３５℃の範囲でご使用ください。

８

７

９

日
本
語
／
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｅ



日
本
語
／
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｅ

●保守点検のポイント

リベッティングを長時間行なうと、マンドレルの切粉やごみが各部に溜まったり、油圧オイル

が減少するなどしてトラブルの原因となります。定期的にお手入れを行なってください。

フレームヘッド内部の掃除１ 交換部品の取替えの際も参照してください。

◎切粉が溜まるとジョーの円滑性が損なわれ、正常な作業が出来なくなります。

◎リベッティング本数３，０００本に一度程度を目安に掃除してください。

エアーの供給を止める。

分

解

付属のスパナＡ等でフレームヘッドをはずす。２

１

ジョーケース

ジョープッシャー

スプリング

ジョー

プッシャー

ジョー
ジョーケース

ヘッド

回り止めリングをずらし、ジョーケースヘッドをゆるめてはずし、

ジョープッシャースプリング・ジョープッシャー・ジョーを取り出す。
３

掃

除

ブラシなどを使って、灯油等で各部品を洗浄・掃除する。４

　 注意２ （Ｐ． ３）

　 注意１ （Ｐ． ３）

回り止めリング

ジョーケース

ヘッド

１０

Ｏリング （※）

※Ｏリングは、ＡＲ－０１１ＭＸのみに組み込まれています。

日
本
語
／
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｅ

●作業手順

リベッティングする母材の厚さにあったサイズのブラインドリベットを選択する。

ブラインドリベットサイズに合わせて部品を交換する。

（Ｐ． ７、 ８「ご使用前の準備」　　　」参照）「ご使用前の準備」　　　」参照）４

リベッティングする母材に正しい下穴

（リベット径より０．１～０．２ｍｍ大きく）を明ける。

ブラインドリベットのボディを下穴に挿入する。

ご注意ください

　ブラインドリベットのマンドレルの先がとがっているものも

　あります。

　指を傷つけないように注意してください。

１

２

３

４

ブラインドリベットのマンドレルをリベッターの先端に差し込む。

リベッターの先端を母材に軽く押し当て、母材等にすき間がない

ことを確認後、ハンドレバーを引く。

５

６

母材にブラインドリベットのボディがリベッティングされる。

ハンドレバーを放し、リベッターを傾けてノーズピースまたは安全カバーから

切断されたマンドレルを排出する。

【要点】

マンドレルが確実に排出された後、次のリベッティングに移ってください。

＜使用温度＞周囲温度が４℃～３５℃の範囲でご使用ください。

８

７

９

日
本
語
／
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｅ



日
本
語
／
Ｊ
Ａ
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Ａ
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シリンダー内面・エアーピストンのＯリング・

ロッド部にグリースを塗ってから分解の逆の手

順で組み立てる。

【要点】

■組み立て時には、各摺動部に必ずグリース等

　の潤滑剤を塗ってください。

■グリースはグリース１～２号のご使用を推奨

　します。

６

組

立

エアーピストン

エアーピストンロッド
シリンダー

グリース塗布

７

フレームヘッド

全部を組み立て、最後に付属のスパナＡ等

でフレームヘッドをしっかり取り付けた後、

本体に付着した油圧オイル、こぼれた油圧

オイルを拭き取ってからご使用ください。

給

油

シリンダ内の給油孔から、フレームの

Ｏリング、Ｂリングを少し超える位置

までエビ印油圧オイルを給油する。

５

掃

除

ウエス・ブラシ等を用いて各部品を掃除する。４

●保管の仕方

●ほこりや湿気の少ない、風通しの良い、落下の恐れの無い安定した場所で保管してください。

●長時間使用しない時は各部の掃除を行なった後、保管してください。

　（Ｐ． １０～１２「保守点検のポイント」参照）

●本機をより長くご使用いただくために、定期的なオーバーホール（有償）を当社にご依頼く

　ださい。

●オーバーホール及び修理はお買い上げの販売店、または当社コールセンターまでお問い合わ

　せください。

１２

シリンダー

フレーム

油圧オイル

ここまで油圧オイルを入れる
【要点】

油圧オイルは、ＩＳＯ　ＶＧ４６を使用しております。

日
本
語
／
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｅ

組

立

分解の逆の手順で組立てる。ジョーケースヘッドは

いっぱいまで締めて、そこから切りかけの合う位置

まで戻し、回り止めリングをセットしてください。

【要点】

■ジョー背部にはエビ印潤滑オイルを塗って

　ください。

　リベッティング本数１，０００本に一度程度

　の塗布を推奨します。

５

「切りかけ」

を合わせる 回り止めリングを

下げておく

付属のスパナＡ等でフレームヘッドをしっかり取り付ける。

【要点】

■組み立て時には、各摺動部には、必ず

　グリース等の潤滑剤を塗ってください。

■部品は忘れずに組み込み、締結部は確

　実に締めてください。

■ジョーは消耗品です。定期的に交換し

　てください。

■保守点検ではジョーケース・ジョーケースロックナットは、

　はずす必要がありません。

　誤ってはずされた場合は、スパナ等と付属のスパナＢで、

　右図のような寸法になるようセットしてください。

６

潤滑オイルを塗る

＜ジョーケースヘッド部断面＞

１１

◎シリンダー部にごみ等が溜まると円滑性・耐久性に悪影響を与えます。

◎給油の際は必ず、フレームヘッドをはずしてから行なった後、ジョーケースのセット位置を

　確認してください。

　余分な油圧オイルが入ることでオイルピストンが下がりすぎ、Ｏリング、Ｂリングが破損す

　る恐れがあります。

分

解

エアーの供給を止める。

付属のスパナＡ等でフレームヘッドをはずす。

３

２

１

２ シリンダー部の掃除と給油

　 注意１ （Ｐ． ３）

　 注意２ （Ｐ． ３）

付属のスパナＡ等でシリンダーキャップをはずし、シリンダーを

上にして垂直に立て、エアーピストンをプライヤ等で引き抜く。

【要点】

■シリンダーを横向けると、油圧オイルが

　こぼれます。立てて作業してください。

＜ジョーケースのセット位置＞

スパナＢ
Ｌ

ＡＲ‐０１１ＭＸ：Ｌ＝７１ｍｍ
ＡＲ‐０１１ＨＸ：Ｌ＝８５ｍｍ

日
本
語
／
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｅ



日
本
語
／
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｅ

シリンダー内面・エアーピストンのＯリング・

ロッド部にグリースを塗ってから分解の逆の手

順で組み立てる。

【要点】

■組み立て時には、各摺動部に必ずグリース等

　の潤滑剤を塗ってください。

■グリースはグリース１～２号のご使用を推奨

　します。

６

組

立

エアーピストン

エアーピストンロッド
シリンダー

グリース塗布

７

フレームヘッド

全部を組み立て、最後に付属のスパナＡ等

でフレームヘッドをしっかり取り付けた後、

本体に付着した油圧オイル、こぼれた油圧

オイルを拭き取ってからご使用ください。

給

油

シリンダ内の給油孔から、フレームの

Ｏリング、Ｂリングを少し超える位置

までエビ印油圧オイルを給油する。

５

掃

除

ウエス・ブラシ等を用いて各部品を掃除する。４

●保管の仕方

●ほこりや湿気の少ない、風通しの良い、落下の恐れの無い安定した場所で保管してください。

●長時間使用しない時は各部の掃除を行なった後、保管してください。

　（Ｐ． １０～１２「保守点検のポイント」参照）

●本機をより長くご使用いただくために、定期的なオーバーホール（有償）を当社にご依頼く

　ださい。

●オーバーホール及び修理はお買い上げの販売店、または当社コールセンターまでお問い合わ

　せください。

１２

シリンダー

フレーム

油圧オイル

ここまで油圧オイルを入れる
【要点】

油圧オイルは、ＩＳＯ　ＶＧ４６を使用しております。

日
本
語
／
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｅ

組

立

分解の逆の手順で組立てる。ジョーケースヘッドは

いっぱいまで締めて、そこから切りかけの合う位置

まで戻し、回り止めリングをセットしてください。

【要点】

■ジョー背部にはエビ印潤滑オイルを塗って

　ください。

　リベッティング本数１，０００本に一度程度

　の塗布を推奨します。

５

「切りかけ」

を合わせる 回り止めリングを

下げておく

付属のスパナＡ等でフレームヘッドをしっかり取り付ける。

【要点】

■組み立て時には、各摺動部には、必ず

　グリース等の潤滑剤を塗ってください。

■部品は忘れずに組み込み、締結部は確

　実に締めてください。

■ジョーは消耗品です。定期的に交換し

　てください。

■保守点検ではジョーケース・ジョーケースロックナットは、

　はずす必要がありません。

　誤ってはずされた場合は、スパナ等と付属のスパナＢで、

　右図のような寸法になるようセットしてください。

６

潤滑オイルを塗る

＜ジョーケースヘッド部断面＞

１１

◎シリンダー部にごみ等が溜まると円滑性・耐久性に悪影響を与えます。

◎給油の際は必ず、フレームヘッドをはずしてから行なった後、ジョーケースのセット位置を

　確認してください。

　余分な油圧オイルが入ることでオイルピストンが下がりすぎ、Ｏリング、Ｂリングが破損す

　る恐れがあります。

分

解

エアーの供給を止める。

付属のスパナＡ等でフレームヘッドをはずす。

３

２

１

２ シリンダー部の掃除と給油

　 注意１ （Ｐ． ３）

　 注意２ （Ｐ． ３）

付属のスパナＡ等でシリンダーキャップをはずし、シリンダーを

上にして垂直に立て、エアーピストンをプライヤ等で引き抜く。

【要点】

■シリンダーを横向けると、油圧オイルが

　こぼれます。立てて作業してください。

＜ジョーケースのセット位置＞

スパナＢ
Ｌ

ＡＲ‐０１１ＭＸ：Ｌ＝７１ｍｍ
ＡＲ‐０１１ＨＸ：Ｌ＝８５ｍｍ

日
本
語
／
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｅ



日
本
語
／
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｅ

症　　状 原　　因 処　　置

ブラインドリベット

が入らない。又はリ

ベッティング後、マ

ンドレルが抜けな

い。

１ ジョーとジョーケースの接触

面の潤滑オイル切れ。

ジョー背部にエビ印潤滑オイルを

塗って下さい。

（Ｐ． １０、 １１参照）

２ ジョーとジョーケースヘッド

との接触面の不円滑。

（切粉やごみの溜まり）

ジョーとジョーケースヘッドの内側

の掃除をしてジョー背部にエビ印潤

滑オイルを塗ってください。

（Ｐ． １０、 １１参照）

３ 交換部品の使用ミス。 ブラインドリベットサイズに合った

正しい部品に交換してください。

（Ｐ． ７、 ８参照）

４ ノーズピースまたはフレーム

ヘッドのゆるみ。

付属のスパナＡ等で完全に締め付け

てください。

５ ジョーケース部の組立不良。

（セット位置が不適当）

ジョーケース部のセット位置を確認

してください。（Ｐ． １１参照）

６ フレームヘッド内の汚れによ

るジョーの開き不良。

フレームヘッドの内側及びジョー部

の掃除をしてください。

（Ｐ． １０、 １１参照）

７ ノーズピース末端の損傷によ

るジョーの開き不良。

ノーズピースを交換してください。

８ シリンダー内の汚れにより、

エアーピストンが完全に戻っ

ていない。

シリンダー内の掃除をして、少量の

グリースを塗ってください。

（Ｐ． １１、 １２参照）

９ フレームヘッドをはずさずに

給油したため、余分なオイル

が入っている。

フレームヘッドをはずしてから、給

油をやり直してください。

（Ｐ． １１、 １２参照）

リベッティング完了

までのトリガー操作

回数が増える。

１ ブラインドリベットのサイズ

が使用板厚に適していない。

板厚に合った適正なブラインドリ

ベットをご使用ください。

２ コンプレッサーの空気圧が不

適当。

空気圧を調整してください。

　０．５～０．６ＭＰａ

３ ジョーケース部の組立不良。

（セット位置が不適当）

ジョーケース部のセット位置を確認

してください。（Ｐ． １１参照）

４ ジョーが磨耗している。 ジョーを交換してください。

（Ｐ． １０、 １１参照）

５ 油圧オイルの減少によるピス

トンストロークの減少。

油圧オイルを給油してください。

（Ｐ .　１１、 １２参照）

ピストンが作動しな

かったり、戻りが遅

く正常な作動ではな

い。

１ シリンダー内の汚れや油分切

れによるエアーピストンの作

動不良。

シリンダー内の掃除をして、内側と

Ｏリング部にグリースを塗ってくだ

さい。（Ｐ． １１、 １２参照）

２ 供給空気圧力の過不足 空気圧を調整してください。

　０．５～０．６ＭＰａ

１４

日
本
語
／
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｅ

下記のように機種名、部品名、コードＮｏ．、数量を明記してご注文ください。

機種名 部品名 コードＮｏ． 数量

ＡＲ ‐ ０１１ＭＸ 超硬質ジョー中 １０２８１ １個

ＡＲ ‐ ０１１ＭＸ フレームヘッド １０１０５ １個

※部品が改良された場合、旧部品の保有期間は５年間となっておりますので

　ご了承ください。

●部品の注文方法

別売部品として、下記のものをご用意しております。

■ショートトリガー

　ＡＲ ‐ ０１１ＭＸ：

　　「ショートトリガーユニットＭ　コードＮｏ . １００２１」

　ＡＲ ‐ ０１１ＨＸ：

　　「ショートトリガーユニットＨ　コードＮｏ . １４５３８」

■ストレートジョイント用部品

　ＡＲ‐０１１ＭＸ、ＡＲ‐０１１ＨＸ共通

　　「チェンジプラグユニット　　　コードＮｏ . ４２５０９」

　　「ニップルユニット　　　　　　コードＮｏ . ６５１９１」

とご注文ください。

●故障かな？と思ったら

故障とお考えの前に以下の項目のチェックを行なってください。すべてチェックしても当

てはまらない場合は当社にお問い合わせ、または修理を依頼してください。

お問い合わせ、修理依頼の際は以下の項目を確認していただき、使用機種名、使用状況、

症状等を出来るだけ詳しく連絡していただきますと、修理時間を短縮することにもなりま

すので宜しくお願いいたします。

使用油圧オイル 超硬質ジョー

ＡＲ ‐ ０１１ＭＸ、ＡＲ - ０１１ＨＸには耐久　　

性の良い超硬質ジョーを使用しており

ます。交換の際も「超硬質ジョー中」

「超硬質ジョー大」とご指定ください。

油圧オイルの粘性は、本機の性能に影

響を与えますので、必ずエビ印純正の

油圧オイルをご使用ください。

１３

日
本
語
／
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｅ



日
本
語
／
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｅ

症　　状 原　　因 処　　置

ブラインドリベット

が入らない。又はリ

ベッティング後、マ

ンドレルが抜けな

い。

１ ジョーとジョーケースの接触

面の潤滑オイル切れ。

ジョー背部にエビ印潤滑オイルを

塗って下さい。

（Ｐ． １０、 １１参照）

２ ジョーとジョーケースヘッド

との接触面の不円滑。

（切粉やごみの溜まり）

ジョーとジョーケースヘッドの内側

の掃除をしてジョー背部にエビ印潤

滑オイルを塗ってください。

（Ｐ． １０、 １１参照）

３ 交換部品の使用ミス。 ブラインドリベットサイズに合った

正しい部品に交換してください。

（Ｐ． ７、 ８参照）

４ ノーズピースまたはフレーム

ヘッドのゆるみ。

付属のスパナＡ等で完全に締め付け

てください。

５ ジョーケース部の組立不良。

（セット位置が不適当）

ジョーケース部のセット位置を確認

してください。（Ｐ． １１参照）

６ フレームヘッド内の汚れによ

るジョーの開き不良。

フレームヘッドの内側及びジョー部

の掃除をしてください。

（Ｐ． １０、 １１参照）

７ ノーズピース末端の損傷によ

るジョーの開き不良。

ノーズピースを交換してください。

８ シリンダー内の汚れにより、

エアーピストンが完全に戻っ

ていない。

シリンダー内の掃除をして、少量の

グリースを塗ってください。

（Ｐ． １１、 １２参照）

９ フレームヘッドをはずさずに

給油したため、余分なオイル

が入っている。

フレームヘッドをはずしてから、給

油をやり直してください。

（Ｐ． １１、 １２参照）

リベッティング完了

までのトリガー操作

回数が増える。

１ ブラインドリベットのサイズ

が使用板厚に適していない。

板厚に合った適正なブラインドリ

ベットをご使用ください。

２ コンプレッサーの空気圧が不

適当。

空気圧を調整してください。

　０．５～０．６ＭＰａ

３ ジョーケース部の組立不良。

（セット位置が不適当）

ジョーケース部のセット位置を確認

してください。（Ｐ． １１参照）

４ ジョーが磨耗している。 ジョーを交換してください。

（Ｐ． １０、 １１参照）

５ 油圧オイルの減少によるピス

トンストロークの減少。

油圧オイルを給油してください。

（Ｐ .　１１、 １２参照）

ピストンが作動しな

かったり、戻りが遅

く正常な作動ではな

い。

１ シリンダー内の汚れや油分切

れによるエアーピストンの作

動不良。

シリンダー内の掃除をして、内側と

Ｏリング部にグリースを塗ってくだ

さい。（Ｐ． １１、 １２参照）

２ 供給空気圧力の過不足 空気圧を調整してください。

　０．５～０．６ＭＰａ

１４

日
本
語
／
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｅ

下記のように機種名、部品名、コードＮｏ．、数量を明記してご注文ください。

機種名 部品名 コードＮｏ． 数量

ＡＲ ‐ ０１１ＭＸ 超硬質ジョー中 １０２８１ １個

ＡＲ ‐ ０１１ＭＸ フレームヘッド １０１０５ １個

※部品が改良された場合、旧部品の保有期間は５年間となっておりますので

　ご了承ください。

●部品の注文方法

別売部品として、下記のものをご用意しております。

■ショートトリガー

　ＡＲ ‐ ０１１ＭＸ：

　　「ショートトリガーユニットＭ　コードＮｏ . １００２１」

　ＡＲ ‐ ０１１ＨＸ：

　　「ショートトリガーユニットＨ　コードＮｏ . １４５３８」

■ストレートジョイント用部品

　ＡＲ‐０１１ＭＸ、ＡＲ‐０１１ＨＸ共通

　　「チェンジプラグユニット　　　コードＮｏ . ４２５０９」

　　「ニップルユニット　　　　　　コードＮｏ . ６５１９１」

とご注文ください。

●故障かな？と思ったら

故障とお考えの前に以下の項目のチェックを行なってください。すべてチェックしても当

てはまらない場合は当社にお問い合わせ、または修理を依頼してください。

お問い合わせ、修理依頼の際は以下の項目を確認していただき、使用機種名、使用状況、

症状等を出来るだけ詳しく連絡していただきますと、修理時間を短縮することにもなりま

すので宜しくお願いいたします。

使用油圧オイル 超硬質ジョー

ＡＲ ‐ ０１１ＭＸ、ＡＲ - ０１１ＨＸには耐久　　

性の良い超硬質ジョーを使用しており

ます。交換の際も「超硬質ジョー中」

「超硬質ジョー大」とご指定ください。

油圧オイルの粘性は、本機の性能に影

響を与えますので、必ずエビ印純正の

油圧オイルをご使用ください。

１３

日
本
語
／
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｅ



日
本
語
／
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
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Ｅ

照合
Ｎｏ．

部品名
コード
Ｎｏ．

材質
照合
Ｎｏ．

部品名
コード
Ｎｏ．

材質

１－Ａ ノーズピース　２．４ １００２７ スチール ３０ スプリングピン　３×１８ １０１４５ スチール

１－Ｂ ノーズピース　３．２ １００２８ スチール ３１ スプリングピン　３×２０ １０２５１ スチール

１－Ｃ ノーズピース　４．０ １００２９ スチール ⅲ - Ａ ハンドレバーユニットＭ ２０５１０ スチール

１－Ｄ ノーズピース　４．８ １００３０ スチール ３２ ハンドレバー １３１２１ スチール

２ フレームヘッド １０１０５ スチール ３３ 連結棒 １０１２０ スチール

３ ジョーケースヘッド １０２８０ スチール ３４ レバー １０１１９ スチール

４ ジョー （超硬質 ・中） １０２８１ スチール ３５ スプリングピン　３×７．２ ２３５９５ スチール

５ Ｏリング　Ｐ－１０ １０２７４ ゴム ⅳ - Ａ ロータリージョイントユニット ４２５０２ ②

６ ジョープッシャー １０１３２ スチール ３６ Ｏリング　Ｐ－７ １０１４９ ゴム

７ ジョープッシャースプリング １０１３３ スチール ３７ Ｏリング　Ｓ－１０ １０１５１ ゴム

８ ジョーケース １０２７９ スチール ３８ Ｅリング　Ｅ－７ １０２８５ スチール

９ 回り止めリング １０２８６ スチール ３９ バルブパッキン ６６０６４ ゴム

１０ 回り止めスプリング １０２８７ スチール ４０ バルブ （φ８スチールボール） １０２４７ スチール

１１ 歯付座金 １０１４８ スチール ４１ バルブスプリング １０４４４ スチール

１２ ジョーケースロックナット １０１１３ スチール ⅴ - Ａ プラグユニット ６５１８０ ③

ⅰ フレームユニット ６５１９３ ① ４２ Ｏリング　Ｓ－１４ １０１５２ ゴム

１３ Ｏリング　Ｐ－１２ １０１２８ ゴム ４３ プラグ ６５１７８ 黄銅

１４ Ｂリング　Ｐ－１２ １０１２９ プラ ⅵ エアーピストンユニット ６５１９８ ②

１５ オイルピストン １０２４１ スチール ⅶ エアーピストンロッドユニット ６５１９９ ④

１６ Ｏリング　Ｐ－２２Ａ １０１３０ ゴム ４４ クッションゴム ２９７３６ ゴム

１７ Ｂリング　Ｐ－２２Ａ １０１３１ プラ ４５ Ｏリング　Ｐ－６０ １０１３４ ゴム

ⅱ リターニングスプリング ６６００４ スチール ４６ Ｏリング　Ｇ－７０ １００８０ ゴム

１８ Ｏリング　Ｓ－２６ １０１５３ ゴム ４７ シリンダーキャップ １００１１ アルミ

１９ ハンガー １０１０６ スチール ４８ 警告ラベル ６１０７５ ⑤

２０ フレームキャップＡ ６６００２ アルミ ４９ 袋ナット１/ ４” １０１３９ 黄銅

２１ 安全カバー ４２５０５ ゴム ５０ エアーホースジョイント１/ ４” １０１４０ 黄銅

２２ シリンダー ６５１９７ ④ ５１ スパナＡ １０１４１ スチール

２３ 浮きプラグ １４３５９ スチール ５２ スパナＢ １０１４２ スチール

２４ サイレンサー １４３５５ プラ ５３ エビ印油圧オイル １００１２ プラ

２５ フレームロックナット １０１１２ スチール ５４ エビ印潤滑オイル ６４０８８ プラ

２６ バルブプッシャー ６５１８７ スチール 別売

２７ Ｏリング　Ｐ－３ １０３３３ ゴム ⅲ - Ｂ ショートトリガーセット １００２１ スチール

２８ Ｏリング　Ｐ－７ １０１４９ ゴム ⅳ - Ｂ チェンジプラグユニット ４２５０９ ⑥

２９ バルブプッシャースプリング １２１３２ スチール ⅴ - Ｂ ニップルユニット ６５１９１ ③

※照合Ｎｏ． で○印のあるものは定期的な交換が必要とされる部品です。

※照合Ｎｏ． ⅰ （フレームユニット） には、 照合Ｎｏ． １３、 １４ （Ｏリング　Ｐ - １２、 Ｂリング　Ｐ - １２） が
　組み込まれています。

※照合Ｎｏ． ２２ （シリンダー） には、 照合Ｎｏ． ２３ （浮きプラグ） が組み込まれています。

※ユニット部品材質内訳

　①アルミ、 ゴム、 プラ　　　②アルミ、 ゴム、 スチール　　③黄銅、 ゴム
　④アルミ、 スチール　　　　⑤紙、 プラ　　　　　　　　　　　　⑥ゴム、 プラ

１６

日
本
語
／
Ｊ
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●ＡＲ - ０１１ＭＸ部品表
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日
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Ｊ
Ａ
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Ａ
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照合
Ｎｏ．

部品名
コード
Ｎｏ．

材質
照合
Ｎｏ．

部品名
コード
Ｎｏ．

材質

１－Ａ ノーズピース　２．４ １００２７ スチール ３０ スプリングピン　３×１８ １０１４５ スチール

１－Ｂ ノーズピース　３．２ １００２８ スチール ３１ スプリングピン　３×２０ １０２５１ スチール

１－Ｃ ノーズピース　４．０ １００２９ スチール ⅲ - Ａ ハンドレバーユニットＭ ２０５１０ スチール

１－Ｄ ノーズピース　４．８ １００３０ スチール ３２ ハンドレバー １３１２１ スチール

２ フレームヘッド １０１０５ スチール ３３ 連結棒 １０１２０ スチール

３ ジョーケースヘッド １０２８０ スチール ３４ レバー １０１１９ スチール

４ ジョー （超硬質 ・中） １０２８１ スチール ３５ スプリングピン　３×７．２ ２３５９５ スチール

５ Ｏリング　Ｐ－１０ １０２７４ ゴム ⅳ - Ａ ロータリージョイントユニット ４２５０２ ②

６ ジョープッシャー １０１３２ スチール ３６ Ｏリング　Ｐ－７ １０１４９ ゴム

７ ジョープッシャースプリング １０１３３ スチール ３７ Ｏリング　Ｓ－１０ １０１５１ ゴム

８ ジョーケース １０２７９ スチール ３８ Ｅリング　Ｅ－７ １０２８５ スチール

９ 回り止めリング １０２８６ スチール ３９ バルブパッキン ６６０６４ ゴム

１０ 回り止めスプリング １０２８７ スチール ４０ バルブ （φ８スチールボール） １０２４７ スチール

１１ 歯付座金 １０１４８ スチール ４１ バルブスプリング １０４４４ スチール

１２ ジョーケースロックナット １０１１３ スチール ⅴ - Ａ プラグユニット ６５１８０ ③

ⅰ フレームユニット ６５１９３ ① ４２ Ｏリング　Ｓ－１４ １０１５２ ゴム

１３ Ｏリング　Ｐ－１２ １０１２８ ゴム ４３ プラグ ６５１７８ 黄銅

１４ Ｂリング　Ｐ－１２ １０１２９ プラ ⅵ エアーピストンユニット ６５１９８ ②

１５ オイルピストン １０２４１ スチール ⅶ エアーピストンロッドユニット ６５１９９ ④

１６ Ｏリング　Ｐ－２２Ａ １０１３０ ゴム ４４ クッションゴム ２９７３６ ゴム

１７ Ｂリング　Ｐ－２２Ａ １０１３１ プラ ４５ Ｏリング　Ｐ－６０ １０１３４ ゴム

ⅱ リターニングスプリング ６６００４ スチール ４６ Ｏリング　Ｇ－７０ １００８０ ゴム

１８ Ｏリング　Ｓ－２６ １０１５３ ゴム ４７ シリンダーキャップ １００１１ アルミ

１９ ハンガー １０１０６ スチール ４８ 警告ラベル ６１０７５ ⑤

２０ フレームキャップＡ ６６００２ アルミ ４９ 袋ナット１/ ４” １０１３９ 黄銅

２１ 安全カバー ４２５０５ ゴム ５０ エアーホースジョイント１/ ４” １０１４０ 黄銅

２２ シリンダー ６５１９７ ④ ５１ スパナＡ １０１４１ スチール

２３ 浮きプラグ １４３５９ スチール ５２ スパナＢ １０１４２ スチール

２４ サイレンサー １４３５５ プラ ５３ エビ印油圧オイル １００１２ プラ

２５ フレームロックナット １０１１２ スチール ５４ エビ印潤滑オイル ６４０８８ プラ

２６ バルブプッシャー ６５１８７ スチール 別売

２７ Ｏリング　Ｐ－３ １０３３３ ゴム ⅲ - Ｂ ショートトリガーセット １００２１ スチール

２８ Ｏリング　Ｐ－７ １０１４９ ゴム ⅳ - Ｂ チェンジプラグユニット ４２５０９ ⑥

２９ バルブプッシャースプリング １２１３２ スチール ⅴ - Ｂ ニップルユニット ６５１９１ ③

※照合Ｎｏ． で○印のあるものは定期的な交換が必要とされる部品です。

※照合Ｎｏ． ⅰ （フレームユニット） には、 照合Ｎｏ． １３、 １４ （Ｏリング　Ｐ - １２、 Ｂリング　Ｐ - １２） が
　組み込まれています。

※照合Ｎｏ． ２２ （シリンダー） には、 照合Ｎｏ． ２３ （浮きプラグ） が組み込まれています。

※ユニット部品材質内訳

　①アルミ、 ゴム、 プラ　　　②アルミ、 ゴム、 スチール　　③黄銅、 ゴム
　④アルミ、 スチール　　　　⑤紙、 プラ　　　　　　　　　　　　⑥ゴム、 プラ
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１－Ｂ

１－Ａ

１－Ｃ
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２

３ ４
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７
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１０ １１
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ⅱ
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３１
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３５

３９
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４３

４６

４８

４７

４９
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５１

５２

５３

５４

４１

付属品

ⅳ -Ａ

ⅴ -Ａ

ⅰ

２９

ⅵ

ⅲ -Ａ

ⅳ -Ａ
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日
本
語
／
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｅ

照合
Ｎｏ．

部品名
コード
Ｎｏ．

材質
照合
Ｎｏ．

部品名
コード
Ｎｏ．

材質

１－Ａ ノーズピース大　２．４ １０２１３ スチール ２８ バルブプッシャースプリング １０４５３ スチール

１－Ｂ ノーズピース大　３．２ １０２１４ スチール ２９ 溝付ピン　４×３１ １４１５４ スチール

１－Ｃ ノーズピース大　４．０ １０２１５ スチール ３０ スプリングピン　３×１８ １０１４５ スチール

１－Ｄ ノーズピース大　４．８ １４３５０ スチール ３１ スプリングピン　３×２０ １０２５１ スチール

１－Ｅ ノーズピース大　６．４ １０２２６ スチール ⅲ - Ａ ハンドレバーユニットＨ ２０５１２ スチール

２ フレームヘッド １０１９１ スチール ３２ ハンドレバー １３１２６ スチール

３- Ａ ジョーケースヘッド　中 １４３７８ スチール ３３ 連結棒 １０２０２ スチール

３- Ｂ ジョーケースヘッド　大 １０４４７ スチール ３４ レバー １０１１９ スチール

４- Ａ ジョー （超硬質 ・中） １０２８１ スチール ３５ スプリングピン　３×７．２ ２３５９５ スチール

４- Ｂ ジョー （超硬質 ・大） １０４９３ スチール ⅳｰＡ ロータリージョイントユニット ４２５０２ ②

５- Ａ ジョープッシャー　小 １０２０９ スチール ３６ Ｏリング　Ｐ－７ １０１４９ ゴム

５- Ｂ ジョープッシャー　大 １０２２４ スチール ３７ Ｏリング　Ｓ－１０ １０１５１ ゴム

６ ジョープッシャースプリング １０２１０ スチール ３８ Ｅリング　Ｅ－７ １０２８５ スチール

７ ジョーケース １０４２９ スチール ３９ バルブパッキン ６６０６４ ゴム

８ 回り止めリングＡ １０４４８ スチール ４０ バルブ （φ８スチールボール） １０２４７ スチール

９ 回り止めスプリング １０４４９ スチール ４１ バルブスプリング １０４４４ スチール

１０ 歯付座金 １０１４８ スチール ⅴｰＡ プラグユニット ６５１８０ ③

１１ ジョーケースロックナット １０１１３ スチール ４２ Ｏリング　Ｓ－１４ １０１５２ ゴム

ⅰ フレームユニット ６５４１３ ① ４３ プラグ ６５１７８ 黄銅

１２ Ｏリング　Ｐ－１２ １０１２８ ゴム ⅵ エアーピストンユニット ６５４１６ ②

１３ Ｂリング　Ｐ－１２ １０１２９ プラ ⅶ エアーピストンロッドユニット ６５４１７ ④

１４ オイルピストン １０１９５ スチール ４４ クッションゴム ２９７３６ ゴム

１５ Ｏリング　Ｐ－２４ １０２０７ ゴム ４５ Ｏリング　Ｐ－７０ １０２１２ ゴム

１６ Ｂリング　Ｐ－２４ １０２０８ プラ ４６ Ｏリング　Ｇ－８０ １０２１１ ゴム

ⅱ リターニングスプリング １４１３９ スチール ４７ シリンダーキャップ １００５９ アルミ

１７ Ｏリング　Ｓ－２８ １０２２１ ゴム ４８ 警告ラベル ６１０７５ ⑤

１８ ハンガー １０１９２ スチール ４９ 袋ナット１/ ４” １０１３９ 黄銅

１９ フレームキャップ ６５４２０ アルミ ５０ エアーホースジョイント１/ ４” １０１４０ 黄銅

２０ 安全カバー ４２５０５ ゴム ５１ スパナＡ １０２１７ スチール

２１ シリンダー ６５４１１ ④ ５２ スパナＢ １０２１８ スチール

２２ 浮きプラグ １４３５９ スチール ５３ エビ印油圧オイル １００１２ プラ

２３ サイレンサー １４３５５ プラ ５４ エビ印潤滑オイル ６４０８８ プラ

２４ フレームロックナット １０１１２ スチール 別売

２５ バルブプッシャー ６５９２９ 黄銅 ⅲ - Ｂ ショートトリガーセット １４５３８ スチール

２６ Ｏリング　Ｐ－４ １０４５４ ゴム ⅳ - Ｂ チェンジプラグユニット ４２５０９ ⑥

２７ Ｏリング　Ｐ－９ １０２１９ ゴム ⅴ - Ｂ ニップルユニット ６５１９１ ③

※照合Ｎｏ． で○印のあるものは定期的な交換が必要とされる部品です。

※照合Ｎｏ． ⅰ （フレームユニット） には、 照合Ｎｏ． １２、 １３ （Ｏリング　Ｐ - １２、 Ｂリング　Ｐ - １２） が
　組み込まれています。

※照合Ｎｏ． ２１ （シリンダー） には、 照合Ｎｏ． ２２ （浮きプラグ） が組み込まれています。

※ユニット部品材質内訳

　①アルミ、 ゴム、 プラ　　　②アルミ、 ゴム、 スチール　　③黄銅、 ゴム
　④アルミ、 スチール　　　　⑤紙、 プラ　　　　　　　　　　　　⑥ゴム、 プラ
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照合
Ｎｏ．

部品名
コード
Ｎｏ．

材質
照合
Ｎｏ．

部品名
コード
Ｎｏ．

材質

１－Ａ ノーズピース大　２．４ １０２１３ スチール ２８ バルブプッシャースプリング １０４５３ スチール

１－Ｂ ノーズピース大　３．２ １０２１４ スチール ２９ 溝付ピン　４×３１ １４１５４ スチール

１－Ｃ ノーズピース大　４．０ １０２１５ スチール ３０ スプリングピン　３×１８ １０１４５ スチール

１－Ｄ ノーズピース大　４．８ １４３５０ スチール ３１ スプリングピン　３×２０ １０２５１ スチール

１－Ｅ ノーズピース大　６．４ １０２２６ スチール ⅲ - Ａ ハンドレバーユニットＨ ２０５１２ スチール

２ フレームヘッド １０１９１ スチール ３２ ハンドレバー １３１２６ スチール

３- Ａ ジョーケースヘッド　中 １４３７８ スチール ３３ 連結棒 １０２０２ スチール

３- Ｂ ジョーケースヘッド　大 １０４４７ スチール ３４ レバー １０１１９ スチール

４- Ａ ジョー （超硬質 ・中） １０２８１ スチール ３５ スプリングピン　３×７．２ ２３５９５ スチール

４- Ｂ ジョー （超硬質 ・大） １０４９３ スチール ⅳｰＡ ロータリージョイントユニット ４２５０２ ②

５- Ａ ジョープッシャー　小 １０２０９ スチール ３６ Ｏリング　Ｐ－７ １０１４９ ゴム

５- Ｂ ジョープッシャー　大 １０２２４ スチール ３７ Ｏリング　Ｓ－１０ １０１５１ ゴム

６ ジョープッシャースプリング １０２１０ スチール ３８ Ｅリング　Ｅ－７ １０２８５ スチール

７ ジョーケース １０４２９ スチール ３９ バルブパッキン ６６０６４ ゴム

８ 回り止めリングＡ １０４４８ スチール ４０ バルブ （φ８スチールボール） １０２４７ スチール

９ 回り止めスプリング １０４４９ スチール ４１ バルブスプリング １０４４４ スチール

１０ 歯付座金 １０１４８ スチール ⅴｰＡ プラグユニット ６５１８０ ③

１１ ジョーケースロックナット １０１１３ スチール ４２ Ｏリング　Ｓ－１４ １０１５２ ゴム

ⅰ フレームユニット ６５４１３ ① ４３ プラグ ６５１７８ 黄銅

１２ Ｏリング　Ｐ－１２ １０１２８ ゴム ⅵ エアーピストンユニット ６５４１６ ②

１３ Ｂリング　Ｐ－１２ １０１２９ プラ ⅶ エアーピストンロッドユニット ６５４１７ ④

１４ オイルピストン １０１９５ スチール ４４ クッションゴム ２９７３６ ゴム

１５ Ｏリング　Ｐ－２４ １０２０７ ゴム ４５ Ｏリング　Ｐ－７０ １０２１２ ゴム

１６ Ｂリング　Ｐ－２４ １０２０８ プラ ４６ Ｏリング　Ｇ－８０ １０２１１ ゴム

ⅱ リターニングスプリング １４１３９ スチール ４７ シリンダーキャップ １００５９ アルミ

１７ Ｏリング　Ｓ－２８ １０２２１ ゴム ４８ 警告ラベル ６１０７５ ⑤

１８ ハンガー １０１９２ スチール ４９ 袋ナット１/ ４” １０１３９ 黄銅

１９ フレームキャップ ６５４２０ アルミ ５０ エアーホースジョイント１/ ４” １０１４０ 黄銅

２０ 安全カバー ４２５０５ ゴム ５１ スパナＡ １０２１７ スチール

２１ シリンダー ６５４１１ ④ ５２ スパナＢ １０２１８ スチール

２２ 浮きプラグ １４３５９ スチール ５３ エビ印油圧オイル １００１２ プラ

２３ サイレンサー １４３５５ プラ ５４ エビ印潤滑オイル ６４０８８ プラ

２４ フレームロックナット １０１１２ スチール 別売

２５ バルブプッシャー ６５９２９ 黄銅 ⅲ - Ｂ ショートトリガーセット １４５３８ スチール

２６ Ｏリング　Ｐ－４ １０４５４ ゴム ⅳ - Ｂ チェンジプラグユニット ４２５０９ ⑥

２７ Ｏリング　Ｐ－９ １０２１９ ゴム ⅴ - Ｂ ニップルユニット ６５１９１ ③

※照合Ｎｏ． で○印のあるものは定期的な交換が必要とされる部品です。

※照合Ｎｏ． ⅰ （フレームユニット） には、 照合Ｎｏ． １２、 １３ （Ｏリング　Ｐ - １２、 Ｂリング　Ｐ - １２） が
　組み込まれています。

※照合Ｎｏ． ２１ （シリンダー） には、 照合Ｎｏ． ２２ （浮きプラグ） が組み込まれています。

※ユニット部品材質内訳

　①アルミ、 ゴム、 プラ　　　②アルミ、 ゴム、 スチール　　③黄銅、 ゴム
　④アルミ、 スチール　　　　⑤紙、 プラ　　　　　　　　　　　　⑥ゴム、 プラ
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LOBSTER
®
 WARRANTS THAT GOODS COVERED BY THIS 

MANUAL WILL CONFORM TO APPLICABLE SPECIFICATIONS 
AND DRAWINGS AND THAT SUCH GOODS WILL BE 
MANUFACTURED AND INSPECTED ACCORDING TO GENERALLY 
ACCEPTED PRACTICES OF COMPANIES MANUFACTURING 
INDUSTRIAL TOOLS. THERE ARE NO WARRANTIES WHICH 
EXTEND BEYOND THE FOREGOING.
THE LIABILITY OF LOBSTER

®
 ON PARTS FOUND TO BE 

DEFECTIVE IS LIMITED TO RE-WORK OR THE REPLACEMENT 
OF SUCH GOODS AND IN NO CASE TO EXCEED THE INVOICE 
VALUE OF THE SAID GOODS. UNDER NO CIRCUMSTANCES 
WILL LOBSTER

®
 BE LIABLE FOR DAMAGES OR COSTS 

INCURRED BY THE BUYER OR SUBSEQUENT USER IN RE- 
PAIRING OR REPLACING DEFECTIVE GOODS.

ROUTINE MAINTENANCE AND REPAIR OF LOBSTER
®
 RIVET 

TOOLS CAN BE PERFORMED BY AN AVERAGE MECHANIC.
HOWEVER, IF YOU HAVE A LOBSTER

®
 RIVET TOOL THAT IS 

IN NEED OF MAJOR REPAIR WE RECOMMEND THAT IT BE 
SENT DIRECTLY TO US POSTAGE PAID FOR SERVICE AT A 
REASONABLE CHARGES.

MANUFACTURER

ＯＳＡＫＡ，ＪＡＰＡＮ
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